
2 0日

生かし
づくりにつとめる。

肱川の流れヂ、との周囲をきれいにす440
旅の人をあたたかい心で迎える。

(大洲市民憲章〉

2期

第
一
一
次
総
合
計
画
を
諮
問

険{呆

大
洲
市
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
無
定

の
第
一
次
総
合
開
発
計
四
に
明
づ
き
、

こ
れ
ま
で
諸
施
策
を
進
め
大
き
な
成
果

を
お
さ
め
て
き
ま
し
た
。

約
一
次
総
合
開
発
計
画
期
間
を
終
了

い
た
レ
ま
し
た
の
で
、
昭
和
六
十
年
を

目
標
と
し
た
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
・

く
ら
し
の
笠
か
な
ま
ね

τ文
佑
の
ま
ち

健
康
で
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
、
第
二
次
総
合
計
回

(1) 

市の人口

男 18，訪日4人 前 月 比 一 7
女 20，107人 +11

世帯数 10，588世帯 +9 
面積 240.93平方キロメートル

発行一ττヲ「百-FEF-一
編集企画広報課

9月の納税

青
年
農
業
者

プ

大

会

開

く

総合計画審議会開催風景

に
つ
い
て
、
市
民
の
ご
意
見
な
ど
を
反

映
し
な
が
ら
策
定
中
で
あ
り
ま
レ
た

が
ー
と
の
ほ
ど
そ
の
案
が
烹
と
ま
り
ま

し
た
の
で
市
長
は
、
大
洲
甫
総
八
川
計
画

審
議
会
に
諮
問
レ
ま
し
た
。

乙
の
総
合
計
画
は
、
第
一
部
翠
本
構

想
。
第
二
部
基
ボ
計
開
園
第
三
部
実
施

計
画
で
構
成
主
れ
て
、
市
の
将
来
を
展

屯
一
し
、
同
組
郷
を
築
く
た
め
に
必
要
な

訪
問
策
や
行
政
運
営
を
、
日
行
〈
的
計
図

的
に
行
っ
℃
い
と
う
と
す
マ
の
も
の
で
す

八
月
十
一
十
日
に
悶
か
れ
た
第
一
回
の

審
議
会
で
、
会
長
に
上
川
好
邦
氏
、
副

会
長
に
は
森
永
健
一
氏
が
選
ば
れ
、
今

後
の
審
議

H
穏
な
ど
が
協
黙
さ
れ
て
半

月
下
匂
を
回
途
に
答
申
が
な
さ
れ
る
こ

、
千

ヤ

農
業
の
伺
担
い
手
と
し
て
精
隠
し
て
い

る
、
大
洲
市
青
年
農
業
者
幌
談
会
(
二

宮
豊
林
会
長
。
会
員
三
半
八
人
)
で
は

年
間
行
事
の
一
つ
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
大

会
を
八
月
七
日
@
八
日
に
西
宇
和
郡
三

瓶
町
の
周
木
海
岸
で
行
い
ま
し
た
。

園

E
圃冨園思宮円

(
廿
叶
小
)
.
河
野
利
布
君
一

大
川
川
地
川
区

亀
井
要
(
大
成
中
)

e

成
小
)
@

少
年
を
健
や
か
に

大
洲
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
で
は
次

代
を
担
う
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る

た
め
、
五
十
人
の
楕
円
安
民
を
安
嘱
し

関
係
機
関
・
団
体
だ
ど
の
協
力
を
得
て

少
年
の
生
活
指
導
や
非
行
の
お
そ
れ
が

あ
る
少
年
の
補
導
止
出
動
を
す
す
め
て
い

ま
す
。市

民
総
ぐ
る
み
で
少
年
を
健
や
か
に

育
成
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

五
十
一
年
度
地
域
別
桁
り
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

肱
南
地
区

中
野
生
夫
(
大
洲
南
中
)
@
長
谷
清

志
4

(

大
洲
小
)
・
大
川
正
太
郎
(
久

氷
小
)
・
松
中
秀
夫
(
大
洲
一
目
)
・

桜
田
四
郎
・
上
申
満
男
。
河
野
義
昭

厚
L
清
則
・
岩
田
重
胃
プ
橋
本
茂
昇

請
回
堅
一

肱
北
地
区

深
井
富
貴
士
〈
(
犬
山
北
中
)
・
村
井

弘
(
喜
多
小
)
@
伊
東
克
夫
(
一
中

小
)
・
横
山
忠
良
(
大
洲
農
高
)
。

尾
上
孝
・
大
田
隆
三
・
古
田
政
土
口
・

膝
臼
好
之
。
佐
々
山
三
郎
。
藤
田
貞

雄
・
二
宮
何

平
野
地
区

藤
岡
州
防
(
平
野
中
)
・
岩
田
徳
幸

(
平
野
小
)
・
佐
々
木
ふ
じ
子

問
久
米
地
区

上
久
保
政
夫
(
南
久
米
小
)

0

即席岡

シ
ズ
ヱ

菅
白
地
区

二
宮
町
広
〈
菅
問
中
)
・
大
西
篤
夫

と
に
な
り
ま
い
(

総
合
計
画
審
議
会
委
員
は
次
の
か
た

が
た
で
す
a

(

敵
称
略
)

平
副
会
長
以
外
は
日
育
附

氏

お

備

考

上
川
灯
刊
州
市
農
業
協
同
組
八
日
長

森
永
健
一
市
観
光
協
会
長

井
関
清
一
大
洲
商
工
会
議
所

会
頭

元
大
洲
農
業
高
等
学

校
長

市
議
会
議
員

大
洲
中
央
土
木
場
市
川

所
長

中
一
一
閉
山
会
長

市
議
会
議
員

市
議
会
議
員

松
山
中
央
土
木
戸
市
汚

所
長

八
幡
浜
教
育
宅
和
明

長日
出
設
省
大
洲
工
事
事

務
所
長

大
洲
農
業
改
良
普
及

所
長

市
議
会
議
長

市
連
合
婦
人
〈
円
以

植
木
行
秀

上
回
安
加

川
原
革
〔
一
山

北

本

宏

木
一
冗
秋
輝

畑

中

忠

雄

武

田

治

i丘
田

一円秋
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別
宮
達
也
パ
新
島
市
)
。
菊
池
利
雄

(
新
谷
小
)
@
二
宮
正
行
(
帝
京
第

五
一
品
)
。
山
岡
秀
子

一
二
善
旭
区

小
森
位
(
三
善
小
)
・
鎌
田
登

八
多
喜
地
区

米
沢
弘
行
(
大
洲
東
中
)
・
三
井
玉

混
(
粟
津
小
)
@
笹
尾
信
也

ヒ
涜
戒
地
底

際
同
感
地
(
上
須
戒
小
〉

e

下
岡
俊

板
東
正
和

矢
野
仁
志

米
沢
忠
一
叩

米
沢
フ
サ
ノ

ン

と
の
キ
ト
ふ
/
J

プ
大
会
は
、
日
ご
ろ
会

員
た
ち
が
己
践
レ
て
い
る
農
業
径
百
や

農
家
生
活
に
つ
刊
で

技
術
を
交
換
し
、

友
情
を
深
め
、

開時較轍骨材

さ
れ
る
こ
と
に
↑
ト
す
。
こ

れ
に
よ
り
二
十
五
年
間
俣
険
料

を
納
め
た
人
の
年
金
月
額
は
一
一
一

一
つ
五
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

※
十
年
年
金
な
ど
被
保
険
者
期

間
が
ニ
キ
豆
年
未
満
で
支
給
さ

れ
る
老
齢
年
金
の
績
の
加
算
に

つ
い
て
、
一
か
月
に
つ
き
三
0

0
同
が
五
O
O
円
に
な
り
ま
す

こ
れ
に
よ
り
十
年
年
金
の
年

金
円
組
は
一
一
口
、
五
O
O
円
に

な
り
ま
す
。

※
五
年
年
余
の
半
金
月
額
は
一

五、

0
0
0円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

。
老
齢
年
金
の
最
低
保
防
相
山

※
造
的
年
金
の
最
低
保
障
月
額

は
一
=
一
、
五

O
O円
に
引
き
上

げ
ら
一
れ
ま
す
。

A
V
 ※

明
治
四
+
四
町
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
に
支
給
さ
れ

る
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
一

か
月
当
た
り
て
二

O
O
円
が

↓
、
川
五
O
吋
に
間
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す

G

。
障
壁
口
年
金
の
最
同
保
障
額

※
最
低
保
閣
額
が
二
級
障
害
年

金
の
場
合
は
月
間
削
一
二
三
、

0
0

0
円
に
、
一
級
障
害
年
余
の
一
場

合
は
山
一
、
二
五

O
円
に
引
き

青年長業者キャンフ。大会ωJIlj乙、う炊飯

る
か
が
り
火
九
一
四
ん
で
の
キ
ヤ
ジ
プ
フ

ァ
イ
ア
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
は
じ
め

軟
や
ゲ

1
ム
、
班
別
の
出
じ
も
の
が
次

々
と
凶
じ
ら
れ
、
近
く
に
キ
ヤ
ジ
プ
に

来
て
い
た
人
た
ち
も
加
わ
っ
て
夜
の
更

け
る
ま
で
、
仕
事
の
ア
一
と
も
忘
れ
て
楽

し
み
ま
し
た
。

二
日
門
は
、
犯
別
の
話
し
合
い
や
、

全
体
で
の
意
見
交
換
、
農
業
周
題
に
答

え
る
技
術
競
技
な
ど
を
行
い
、
農
業
経

営
に
つ
い
て
の
意
欲
の
向
上
ゃ
、
仲
間

っ
く
り
に
有
意
浅
な
一
泊
二
日
の
キ
ャ

ン
プ
大
会
で
し
た
。

聞
か
ら
一
年
以
内
の
死
亡
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
そ
の
原
因
は
表
の
と
お
り
で

詳
一
泊
不
明
の
未
熟
児
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
幸
な
子
供
が
、
ど
の

よ
う
な
原
因
で
生
ま
れ
、
ま
た
、
ど
の

く
ら
い
う
ま
れ
る
か
は
、
医
学
的
に
も

問
題
が
あ
り
、
確
実
な
資
料
も
な
い
た

め
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で

す
が
、
各
種
の
文
献
な
と
に
よ
っ
て
そ

の
原
因
は
、
妊
娠
中
5
E
e
妊
娠
附
の

~
小
川
護
・
妊
娠
時
の
薬
の
乱
用
。
フ
ヱ
ニ

1
ル
ケ
ト
ン
尿
症
@
血
淑
型
不
適
合
。

風
レ
ん
・
妊
婦
の
僧
尿
病
。
性
病
・
分

娩
異
符
な
ど
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
に
よ
っ
て
経
過
は

異
な
り
ま
す
が
、
仮
死
。
附
性
マ
ヒ
-

V
川
刑
判
薄
弱
・
奇
形
・
川
内
常
市
町
一
川
な
ど
不

幸
な
結
果
が
う
ま
れ
る
の
で
す
。

不
幸
な
子
供
を
牛
一
ま
な
い
た
め
に
は

椛
娠
中
か
ら
何
か
異
常
が
な
い
か
を
く

ジ
か
え
し
確
か
め
、
異
常
が
あ
れ
ば
、

早
期
に
治
療
す
る
乙
と
が
、
防
止
策
の

決
め
手
の
よ
う
で
す
。

上

げ

ら

れ

ま

す

。

月

額

一

八

、

0
0
0
円
が
ご

O

す。

。
母
子
年
金
ο

氾
母
子
年
金
・
選
、
一
一

5
0円
に
、
一
被
障
害
福
一
二
、
障
町
一
口
年
金
お
よ
び
遺
児
年
金
の

児

年

会

社

年

金

に

つ

い

て

は

月

額

一

二

通

算

制

度

の

創

設

米

母

子

年

金

・

準

母

子

年

金

。

、

C
C
O円
が
二
二
、
主
。
。
(
五
十
一
年
九
月
実
認
)

遺
児
年
金
の
月
額
は
三
三
一
、

O

円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
以
障
害
年
金
・
法
児
卸
金
に
つ
い

0
0円
に

引

き

上

げ

ら

れ

守

、

す

ま

す

。

て

も

、

通

算

制

肢

が

一

計

一

括

さ

れ

ま
た
、
加
算
対
象
と
な
る
子

A
V

母
子
福
社
年
金
。
単
母
字
福
祉
る
こ
と
に
な
り
一
ま
す
。

の

う

ち

一

人

に

つ

い

て

の

加

算

主

会

四

、

障

害

年

金

の

廃

疾

認

定

日

の

変

更

月
績
は
二
、

0
0
0円
に
引
き

二
T

J

-

。

※

母

子

福

祉

年

金

の

月

額

は

一

(

豆

半

一

年

九

月

実

施

)

上

げ

ら

れ

ぎ

す

冗

、

六

O
O円
が
一
七
、
六
o

v

m

障
害
年
金
の
廃
疾
認
定
日
が
、

二
、
福
祉
年
金
の
年
金
額

O
円
に
引
き
ヒ
ザ
勺
れ
宮
山
ず
。

(
五
十
二
ヰ
十
月
一
日
刊
行
)
ま
た
、
子
の
加
静
観
に
つ
い
て
初
診
日
以
後
=
一
令
年
が
一
年
六
か

令

老

齢

福

祉

年

金

も

、

加

告

の

対

象

と

な

名

子

の

月

に

短

備

さ

れ

立

す

。

※
老
齢
福
祉
年
金
用
傾
は
一
一
一
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
月
期
八
五
一
母
子
福
祉
年
金
お
よ
び
塗
母
子
福

、
0
0
0円
か
二
ニ
、

E

0

0

0

0

円
が
二
、

0
0
0
円
に
な
祉
年
金
の
支
給
要
件
の
緩
和

円

に

引

き

ヒ

げ

ら

れ

ま

す

。

り

ま

す

。

(

五

十

一

年

十

月

一

日

施

行

)

。

障

害

福

祉

年

金

準

母

子

福

祉

年

金

に

つ

い

て

※

母

子

福

祉

年

金

お

よ

び

準

母

子

V

渋
滞
害
補
祉
年
金
の
額
が
、
一
も
、
月
額
一
七
、
六
0
0
司

に

栢

祉

年

金

の

子

、

夜

ま

た

は

弟

般
向
害
福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
加
算
額
そ
加
え
た
鋲
に
な
り
ま
妹
の
範
囲
が
義
務
教
育
終
了
前

の
子
な
ど
が
三
年
計
四
で
十
八

歳
未
満
の
子
な
ど
に
拡
大
さ
れ

ま
す
。

六
、
保
険
料
の
改
定

(
五
十
二
年
四
月
一
日
施
行
)

以
保
険
料
は
、
昭
和
五
十
二
年
四

月
分
か
ら
月
初
一
一
、
ニ
マ
0
0円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

七
、
国
庫
負
担

(
五
十
一
年
九
月
一
目
施
行
)

※
国
関
負
担
の
方
式
が
、
拠
出
時

負
担
が
給
付
時
負
担
に
改
め
ら

れ
ま
す
。

と
の
ほ
か
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課

年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
シ
リ
ー
ズ

(9) 

不
幸
な
子
供
が

生
ま
れ

い
た
め
に

昭
和
五
十
年
の
一
年
間
に
、
大
洲
市

で
生
後
一
年
以
内
に
亡
く
な
っ
た
赤
ち

ゃ
ん
は
十
一
人
で
す
。

そ
の
中
で
、
生
後
一
週
間
以
内
に
生

ま
れ
て
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
赤
ち
ゃ

ん
は
九
人
で
、
残
り
二
人
が
生
後
四
週

表
と
な
っ
て
い
る
人
ひ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
就
職
希
望
者
の
す

べ
て
に
職
場
を
篠
保
し
、
福
祉
の
向
上

を
は
か
る
と
い
っ
た
と
と
ろ
ま
で
は
至

っ
て
い
な
い
の
か
現
状
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
労
働
省
で
は
、
関
係
行
政

機
関
や
間
体
な
ど
と
緊
密
な
連
務
の
も

と
に
、
で
山
身
障
害
者
雇
用
促
進
強
調

月
間
」
を
九
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

設
け
て
、
必
身
問
答
者
の
一
雇
用
促
進
を

国
民
的
運
動
と
レ
て
全
国
的
に
展
開
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
で
は

事
業
所
を
訪
問
し
て
の
定
用
相
殺
指
導

の
ほ
か
、
心
身
障
害
者
の
職
業
問
立
に

つ
い
て
の
相
談
、
各
種
照
一
議
助
成
制
度

の
相
談
な
ど
を
積
植
的
に
行
う
と
と
と

し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
に

つ
い
て
は
、
大
洲
公
共
職
業
安
一
生
時
川

(
電
話
回

1
一
一
一
一
九
二
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
e

心
身
障
害
者
一
雇
用
促
進
強
調
月
間

身
体
障
害
者
雇
用
促
進
注
が
制
定
さ

れ
て
十
六
行
に
な
り
ま
す
。

乙
の
問
、
関
係
機
関
や
事
業
主
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
川
町
て
、
心
身
障
害
者

の
雇
用
促
進
と
職
場
適
応
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
レ
た
@

障
害
が
あ
る
た
め
に
、
就
職
と
い
う

一
般
社
会
復
帰
に
対
す
る
必
理
的
不
安

を
抱
き
な
が
ら
も
、
周
m
聞
の
温
か
い
厚

震
と
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
ぶ
よ
っ
て
、
師



郷
土
を
美
し
く
す
る
運
動

0日

の
輸
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う

2 

豊
か
で
、
美
し
い
ふ
る
里
う
く
り
と

自
然
を
大
切
に
す
る
公
徳
必
の
高
揚
を

は
か
る
目
的
に
よ
り
、
今
年
も
七
月
を

強
調
月
間
と
レ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
「
郷
土
を
世
脅
し
く
す
る
鍾
萄
」
が
全

県
的
に
寝
聞
き
れ
ま
し
た
。

L

ノ
一
洲
市
に
お
い
て
も
、
乙
れ
に
呼
応

し
て
七
月
二
半
五
日
市
民
総
ぐ
る
み
に

養

と

健

康

展

で
、
各
年

健
康
の
も

・
運
動
・
休
養
に
つ

健
康
生
活
に
つ
い
て

C
を
行
い
、
県
民
の

健
康
づ
く
り
を
め
さ
し
て
「
栄
養
と
健

康
度
」
が
開
催
さ
れ
ま
ず
か
ら
多
数
と

参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

九

月

八

日

t
九
月
+
二
日

4
r
時
J
十
八
時

と
と
ろ
愛
媛
県
民
館
(
第
一
会
場
)

愛
媛
県
健
康
増
進
セ
ジ
タ

1

(
第
二
会
場
)

主
催
厚
生
省
・
愛
媛
県
・
日
本
食

生
活
協
会

第
一
会
場

一
、
美
と
健
康
の
笑
践
コ
ー
ナ
ー

(
栄
養
・
連
動
・
休
養
な
ど
健
康

増
導

ιつ
い
て
の
診
断
や
相
鞍
)

ご
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

(
乳
幼
児
・
成
人
病
の
健
康
相
談

指
導
)

三
、
食
事
屋
ホ
コ
ー
ナ
ー

(
幼
舟
・
学
童
・
青
年
・
成
人
・

老
人
・
非
健
康
人
・
成
人
病
・
郷

土
料
理
な
ど
)

四
、
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

(
健
康
摺
進
パ
ネ
ル
)

五
、
映
写
コ
ー
ナ
ー

(
保
健
衛
生
)

よ
る
い
っ
せ
い
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

一
、
肱
川
主
又
流
の
川
宇
美
レ
く
し
ま

し
ょ
う
。

二
、
道
路
市
道
v

県
道
、
国
道
)
を

美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
ま
ち
ゃ
公
園
を
一
美
し
く
し
ま
し
ょ

う。

四
、
ゴ
ミ
を
山
や
川
、
道
路
に
捨
て
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
・

五
、
遺
跡
や
史
跡
な
ど
文
化
的
遺
産
を

大
切
L
レ
ま
し
ょ
う
。

を
あ
い
言
葉
と
し
て
、
大
人
も
子
供
も

青
年
も
婦
人
も
手
に
手
に
、
か
ま
・
て

み
・
ス
コ
ッ
プ
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を

た
ず
さ
え
、
肱
川
の
河
川
敷
を
は
b
め

公
園
・
道
路
・
下
水
溝
な
ど
の
清
掃
作

業
に
半
日
尊
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

み
ん
な
が
快
適
な
生
活
を
す
る
た
め

に
、
恵
ま
れ
た
郷
土
大
酬
の
自
然
環
境

を
積
極
的
に
守
り
、
実
レ
く
す
る
こ
と

は
共
通
の
願
い
で
す
。

ひ
た
い
に
汗
し
た
尊
い
奉
仕
を
通
し

て
、
「
捨
て
な
い
、
よ
ご
さ
な
い
、
い

た
め
な
い
」
の
必
の
輸
を
、
よ
り
高
め

さ
ら
に
広
げ
ま
し
ょ
う
・

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。

開
園
四
周
年
記
念
祭

大
洲
育
成
園
で
は
、
去
る
七
月
一
T
十

五
日
開
園
四
周
年
を
迎
え
盛
大
に
記
念

行
事
を
行
い
ま
し
た
。

当
園
に
は
、
七
十
人
の
入
思
考
が
措

置
さ
れ
て
、
性
格
・
能
力
に
適
し
た
作

業
な
ど
を
通
じ
て
、
生
活
指
導
や
職
業

訓
練
な
ど
を
行
い
、
社
会
複
婦
の
可
能

性
を
高
め
、
自
立
更
生
を
は
か
つ
て
お

り
ま
す
。

記
念
式
典
は
、
園
長
あ
い
さ
つ
に
つ

づ
い
て
、
育
成
園
の
運
営
に
積
極
的
に

尽
力
さ
れ
た
、
二
宮
武
夫
氏
(
大
洲
市

大
洲
)
、
(
合
細
川
ミ
ヤ
子
氏
(
喜
多
郡
長

夫
、
食
堂
一
コ
ー
ナ
ー

(
郷
土
料
理
)

第
二
会
場

一
、
健
康
増
進
セ
シ
タ
1
紹
介

(
内
部
見
学
)

二
、
肥
満
教
室

(
八
・
半
・
十
二
日
)

一
一
可
高
血
圧
教
室

(
九
・
+
一
日
)

四
、
運
動
指
導

「
す
乙
や
か
フ
ェ
ア
」
か
期
間
中
、

第
二
会
場
で
明
か
れ
ま
す
・

一
、
検
診
コ
ー
ナ
ー

へ
胸
部
・
胃
レ
シ
ト
ゲ
ン
撮
影
)

二
、
漢
方
薬
コ
ー
ナ
ー

(
健
康
相
談
・
薬
草
・
パ
ホ
ル
展

示
)

一
二
、
粛
の
健
康
コ
ー
ナ
ー

(
口
腔
衛
生
車
)
な
ど

成

人

病

シ

リ

ー

ズ

応

要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
・

。
応
急
手
当
は
と
の
要
領
で

一
、
た
だ
ち
に
医
師
に
連
絡
し
、
病

状
を
あ
わ
て
ず
正
確
に
伝
え
指
示

を
あ
お
ぐ
。

一
、
倒
れ
た
場
所
か
ら
近
く
て
清
潔

な
、
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
暖
か
い

部
屋
の
、
や
わ
ら
か
い
布
団
に
移

す。
乙
の
と
き
頭
と
金
扇
が
水
平
に

な
る
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
毅
人

で
運
ぶ
。

三
、
ネ
ク
タ
イ
や
衣
服
な
ど
、
体
を

し
め
つ
け
る
も
の
を
ゆ
る
め
、
吐

い
て
い
る
場
合
に
は
、
窒
息
し
な

い
よ
う
に
頭
を
横
に
向
け
て
、
吐

い
た
も
の
を
と
り
の
ぞ
く
・

四
、
排
便
排
尿
の
不
始
末
が
あ
れ
ば

す
ぐ
に
清
潔
に
す
る
・

脳

中

~ 

脳
事
勺
と
は
、
脳
の
動
脈
が
破
れ
て

出
車
い
た
り
(
脳
出
血
)
、
脳
の
血
管

か
つ
ま
っ
た
り
(
脳
硬
塞
・
脳
血
栓
)

あ
る
い
は
脳
の
動
脈
の
と
ぷ
が
破
れ
た

り
(
く
も
膜
下
出
血
)
し
て
倒
れ
る
病

気
で
す
・

。
脳
卒
中
の
発
作
を
起
こ
し
た
ら

不
幸
に
し
て
発
作
を
起
こ
し
た
ら

ま
ず
、
安
静
に
さ
せ
医
師
の
指
示
を

待
ち
ま
し
ょ
う
。

昔
は
倒
れ
た
場
所
か
ら
絶
対
に
動

か
し
て
は
い
げ
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
で
は
倒
れ
た
場
所

に
よ
っ
て
は
、
頭
部
を
動
か
さ
な
い

よ
う
注
意
し
な
が
ら
運
ぶ
乙
と
も
必
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九
月
十
五
日
は
、
敬
老
の
日
で
す
。
希
望
者
は
、
各
地
区
、
人
ク
一
フ
プ

長
年
に
わ
た
っ
て
、
社
会
に
つ
く
さ
れ
会
長
さ
ん
ま
で
お
宝
み
く
だ
さ

た
お
年
寄
り
を
尊
敬
し
、
長
寿
を
祝
う
い
。

と
と
も
に
老
人
の
福
祉
を
高
め
る
行
事
た
だ
し
=
一
入
ま
で
を
限
度
と
し

か
敬
老
の
日
を
申
必
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
す
の
で
可
-
本
く
だ
さ
い
。

大
洲
喜
多
は
り
灸
マ
ッ
サ
!
?
師
会
一
、
と
、
十
月
三
日
(
日
)
受
付

お
よ
び
古
百
人
協
会
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
は
八
時
か
ら

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
!
?
の
無
料
奉
仕
は
九
時
か
ら
半
五

奉

仕

を

次

の

と

お

り

行

う

と

と

に

な

り

時

ま

で

ま

し

た

。

二

、

と

乙

ろ

市

立

中

央

公

民

館

内老
人
憩
の
家

三
、
対
象
者
六
十
五
歳
以
上
の
か
た

敬
老
手
帳
を
と
持
参
く

だ
さ
い
。

料

奉

{士

列
車
内
の
忘
れ

も
の

列
車
か
ら
降
り
た
と
き
ゃ
、
家
へ
帰

っ
て
一
息
つ
い
た
と
き
、
列
車
内
や
駅

の
待
合
室
な
ど
に
忘
れ
も
の
を
し
た
乙

と
に
気
づ
か
れ
た
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か。
昭
和
五
十
年
度
中
に
四
国
の
国
鉄
で

は
三
万
一
一
一
干
八
十
九
件
の
忘
れ
も
の
が

あ
り
ま
し
た
・

忘
れ
も
の
は
、
待
合
室
よ
り
列
車
や

連
絡
船
内
が
多
く
、
全
体
の
七
三
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

品
物
で
は
、
カ
サ
が
一
番
多
く
総
件

数
の
一
八
パ

1
セ
ジ
ト
、
次
い
で
衣
類

加
藤
家
菩
提
寺
竜
護
山
首
淫
院
内
の
く
調
和
が
と
弘
知
り
、
作
風
豪

!
大
洲
初
代
城
主
、
加
藤
貞
泰
公
廟
(
だ
桃
山
時
代
弘
夙
H
Y世
伊
丹

び
ょ
う
)
右
前
す
み
に
建
つ
角
形
の
燈
放
か
っ
た
っ
す
と
き

籍

(
1ろ
う

)

で

あ

る

。

笠

(

か

さ

)

匁

は

引

締

っ

た

と
の
石
燈
盛
時
は
墓
石
と
同
質
の
花
闘
や
火
袋
の
窓
勺
市
内
の
石
燈
舘

岩

(
1
ζ
う
!
)
で
風
化
の
度
合
も
墓
中
に
も
気
-
依
存
の
価
億
あ
る
も

石
と
同
程
度
で
墓
石
と
の
調
和
も
よ
く
中
の
矯

と
れ
て
い
る
と
と
な
ど
か
ら
類
推
し
て
の
マ
六
八
メ
ー
ト
ル
で
各
部
位

墓
石
と
同
時
に
建
造
さ
れ
た
も
の
と
考
、
さ
は
次
表
の
通
り
で
あ
り
ま
す

え
て
よ
い
。
石
燈
繕
は
城
主
の
比
較
的

大
き
な
墓
石
に
相
応
し
て
大
型
で
、
ー

l
」
I
l
l
-
つ!
i
l寸
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
j
・

5
一
ヰ
ム
ロ
一
竿
一
基
礎

一

一

宝

球

一

1

寸
|
|
十
|
|
寸

l
i

一，

l
i
l
l
1」
吋
川
ぺ
」
九
・

o一一-一七・
0
一
三
一
・
0
二
昌
・
0
一

一

高

さ

一

F
I
-
-
「
|
|
|
「
|
|
L
「
|
|
L

寸
1
1
1
1
Y
一
八
七
・
。
一
=
一
九
三
一
室
・
豆
士
一
五
・
0

一

一

幅

|
I
L
I
l
i
-
-

一

一

H
Jれ
て
い
ま
す
。

装

宣

の

号

、

奏

者

か

争

中
ぬ
け
、
引
き
取
ら
れ
て
い
る
の

総
件
数
の
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
現

-
ぬ
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
遺
失
者
に
引

き
取
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
帽
子
や
カ
サ

な
ど
は
、
申
し
出
が
少
な
く
、
引
き
渡

し
も
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
・

も
し
忘
れ
も
の
を
し
た
場
合
は
、
ご

遠
慮
な
く
駅
の
係
員
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
.

忘
れ
も
の
を
受
け
付
け
た
駅
で
は
、

品
物
の
内
容
を
確
か
め
持
ち
主
の
早
期

発
見
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
七
日
間

国
鉄
が
保
管
し
、
そ
の
後
は
警
察
署
に

引
き
渡
レ
て
い
ま
す
。

能燈右

ま
ご
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
、
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま

と
乙
ろ
銀
行
代
預
託
さ
れ
ま
レ
た
・

心
か
ら
お
机
申
し
上
げ
ま
す
・

(
敬
称
略
)

十
五
万
円

大
洲
市
大
洲

半
万
円

大
遡
巾
喜
多
山

半
万
円

大
淵
川
市
新
谷
町

十
万
円

大

洲

市

若

宮

大

野

円

五
百
二
十
円
(
川
ま
つ
り
後
始
末
の
空

か
ん
売
却
代
)

大
洲
市
中
村
山
根
上
地
区
子
供
会

金
一
封
(
持
別
養
護
老
人
ホ

1
ム
へ
)

大

洲

市

新

谷

滝

田

吉

治

金
一
封

大
洲
市
柏
木

金
一
。
封

杉
江
一
仁

池

田

通

河
野
房
子

加
藤
忠
孝

三
八
・

0

六
八
・
0

大
洲
市
菅
田
町
菅
田
東
谷
伸
也

(
物
品
)

お
し
め
一
一
壬
一
夜
(
特
別
養
護
実
ホ

ー
ム
ヘ
)

大
洲
市
大
開
和
田
八
平
代

白
米
一
俵
(
末
広
町
の
お
い
な
り
さ
ん

の
福
引
き
の
残
り
)

大
洲
市
大
例
代
表
佐
賀
重
治

留
守
番
電
話
を

上
手
に

不
在
が
ち
な
方
、
忙
し
く
て
手
が
離

せ
な
い
方
の
た
め
に
か
か
っ
て
き
た
用

件
を
録
音
し
て
お
け
る
便
利
な
留
守
番

電
話
が
あ
り
ま
す
。

大
洲
市
で
も
、
商
事
会
社
、
医
者
宅

等
、
現
在
約
四
+
台
ほ
ど
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
電
話
を
か
け
た
人
の
言
葉

が
チ
ャ
シ
と
録
音
さ
れ
る
の
は
一
一

1
三

割
程
度
だ
そ
う
で
す
。
あ
と
は
「
ご
用

件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
」
と
い
う
声
に

ド
ギ
マ
ギ
し
て
、
電
話
を
切
っ
て
し
ま

う
ら
し
い
と
の
乙
と
で
す
。
せ
っ
か
く

留
守
番
電
話
を
つ
け
ら
れ
た
の
に
、
乙

れ
で
は
つ
げ
ら
れ
た
方
も
、
か
げ
ら
れ

る
方
も
宝
の
持
ち
ぐ
さ
れ
で
す
・
何
で

も
な
い
こ
と
で
す
。
ピ
ー
と
い
う
合
図

が
聞
え
た
ら
お
名
前
、
電
話
番
号
、
ご

用
件
の
順
に
ふ
だ
ん
と
同
じ
調
子
で
話

せ
ば
よ
い
の
で
す
・
録
音
時
間
は
標
準

三
十
秒
ぐ
ら
い
で
す
。

愛
媛
県
内
で
も
、
と
乙
三
年
で
約
五

千
台
ほ
ど
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
・
今
後

ま
す
ま
す
矯
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
の

で
上
手
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
洲
電
報
電
話
局

選
挙
一
口
メ
モ

白

ば

ら

白
ぱ
ら
の
、
清
ら
か
で
澄
ん
だ
感
じ

が
「
明
る
い
選
挙
」
を
象
徴
す
る
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

選
挙
界
に
「
白
ば
ら
」
が
登
場
し
た

の
は
さ
だ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戦

前
、
普
通
選
挙
を
要
求
す
る
運
動
を
推

進
す
る
か
た
が
た
が
胸
に
白
ば
ら
を
か

ざ
し
て
、
民
主
政
治
確
立
の
た
め
に
奮

闘
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
に
な
っ
て
か
ら
は
、
普
通
選
挙

三
+
周
年
と
か
、
婦
人
の
政
治
参
加
+

周
年
記
念
利
典
の

γジ
ポ
ル
に
な
り
、

そ
れ
以
後
、
明
る
い
選
挙
を
象
徴
す
る

も
の
と
レ
て
、
白
ば
ら
友
の
会
、
白
ば

ら
機
関
紙
な
ど
の
名
称
で
全
国
各
地
に

お
い
て
、
広
く
親
レ
ま
れ
て
お
り
ま

す。一
た
ば
こ
は
市
内
で

買

ま
し
ょ
う

相
談
ご
と
案
内

交
通
事
故
相
談
日

と

き

9
月

ω日

ω時
t
M時

9
月

初

日

グ

と
乙
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

人
権
相
談
日

と

き

9
月
刊
日
目
時

t
m時

と
と
ろ
回
大
刑
公
会
堂
内

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室

、
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

9
月
1
日

日

時

t
m時

9
月

ω目
。

9
月
初
日

M
W

9
月
幻
日

M
W

と
こ
ろ
回
大
洲
公
会
堂
内

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室

塞
陸
児
童
相
談
目

と

き

毎

日

8
蒔
半

t
げ
時

た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時

ま
で
、
日
曜
日
、
祝
日
は

休
み
ま
す
。

と
と
ろ
市
福
祉
事
務
所

行
政
相
談
日

と

き

毎

日

9
時

t
M時

た
だ
し
、
月
曜
日
は
休
み

ま
す
.

と
ζ
ろ
市
民
会
館

不
動
産
相
談
日

と

き

毎

月

日

日

ω時
t
m時

と
こ
ろ
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

大
洲
支
部
(
大
洲
市
若
宮

愛
媛
相
互
銀
行
大
淵
支
庖

横
)



昭昭和和5501年年43月月311日日

(単位千円) 国民健康保険 と 畜 場

予算現額 1.018，158千円 予算現額 1，552千円

収入済額 988，781 収入済額 1，276 

支出済額 956，943 支出済額 1.275 

差 百| 31，838 差 51 1 

国保診療所 温 泉
予算現額 42，422千円 予算現額 2，777千円

収入済額 'l1，945 収入済額 1，778 

支出済額 41，270 支出済額 2，709 

差 51 ム 9，325 差 51 ム 931 

大洲市
予算 額口執行額図

(歳出)

2 
M 
M 

日

農林水 1~~_ 1 ， ，_ I.，._._ 1 ... .._ 1 
款別!議会費(総務質|民団l衛生費|労働費|産業費|商工費|土木費|消防費(教育費1;ls:1公債費|諸支出費|予備費

73，574 ¥ 487，539 ¥1，434，803¥ 124，173 ¥ 35，053 ¥ 524，599 ¥ 73，681 ¥ 661，461 ¥ 82，邸8I 621，363 I 64，933 I 250，658 I 44，7ω1 6，067 

472，710 11，421，923¥ 119，5801 34，448 1 519，355 1 72，312 1654，8611 82，275 1 608，1351 58，861 1 248，289 1 44，700 

一般会計(歳11¥)
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(笥易保時積立金還元融資)

年金積立金還元融資〉

別予算ヘ行状況

都市施設整備下 水道 事業

簡易 水道 交通傷害保障
予算現額 17，321千円 予算現額 5，475千円

収入済額 12，342 収入済額 4，956 

支出済額 16，862 支出済額 4，919 

差 百| ム 4，520 差 51 37 

土地取得
現額

済額

済額

9，306千円

7，663 

7，663 

0 

額

額

額

引

現

済

済

算

入

出

予

収

支

差

資
4

修改宅

算

入

出

..6.. 
コ~ 計 の 状 況

自昭和50年4月1日
至昭和51年 3月31日

水道事業会計 国民宿舎事業会計

(1)収容能カ

宿 泊 110人

休 憩 200人

(2)職員数 1人

事務吏員 1人

(3)利用者数

付)宿泊利用者

13，445人

材休憩利用者

11，463人

付入浴利用者

58，644人

病院事業会計

(1病床数 170床

(2)診療科
内科、外科、整形外科

産婦人科、皮ふ泌尿

器科、理学診療科

眼科(休診中)

耳鼻咽験科(休診中)

(3)職 員 数 91人
医師 8人、看護婦54人

医療技術員 8人

事務職員 13人

その他の職員 8人

(4)患者数及び診療収入

(1)給水戸数

(2)総配水量

l戸 I(1)給水戸数 6，650戸

(2)総配水量

2，569，018 ni 

うち有収水量

2，020，019ぱ

有 収 率 78，6%

(3) 1日平均配水量

7，038ni 

うち有収水量

5，534ni 

(4)職員数 9人

事務吏員 5人

技術吏員 3人

その他の職員 1人

61，448 ni 

うち有収水量

61，448m' 

有収率 100，0%

業 I(3) 1日平均配水量

168 m 

(→ 

事

の うち有収水量

168m 

概
外!延患者数1 70，549 人

来|診療収入I180，052 r円

入|延患者数1 59，097 人

院|診療収入I428‘ω4千円

その他町醐収入I8，883刊l

合 計 I617，629千円

要

項目|金額|項 目|金額 項 目 | 金 額 項目 1金額

(ゴ

33，556 

22，513 

11，043 

状

総収益

営業収益

営業7~~~益

総費用

営業費用

営業外費用

千円

損総収益 |札制
|営業収益 179，747 

益|営業外収益 I287 

計|総費用 I 79，894 
算|営業費用 I 68，676 

営業外費用 J11，218 

当期純利益I 140 

総収益

医業収益

医業外収益

総費用

医業費用

医業外費用

当期純利益

千円

624，666 

617，629 

7，037 

616，558 

603，421 

13，137 

8，108 

経

E里

の 千円

。。

況 13，627 

8，743 
4，884 



;与十
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執行情説全育十予賃一被

〈歳入)

靭財政状 ifji}
大訓市告示第16~-

大洲市財政状況の公表等に~_?-る条例および地方公嵩企業法

第40条の 2cu 見定により昭和年4J~ 1日から昭和制年 3月31日

会で(昭和四年度〕の本官財政が況および業務J状況を次のとお

り公表します。

昭和 51年 7月 2I日

ア三洲市長村 上 清 吉

34覇。
(51ロ3.31現在〉
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